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ケチ ュア語 の接 辞

青 木 芳 夫*・ パ ロ ミ ー ノ=青 木 ア ソ ヘ リ カ**
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日本文要旨

ケチュア語は、アソデス諸国では数百万もの人々によって日常的に使用 されてお り、言語学

的には、 日本語と同様に膠着語に属 している。膠着語では接辞が重要な役割を演 じるが、ケチュ

ア語の辞書の場合、 これまで接辞が独立 して収録されることはな く、動詞ないし名詞 と結合 し

た形で しか取 り上げられてこなかった。 したがって本稿では、ケチュア語の接辞をアルファベッ

ト順に整理 し、説明を加える。

1は じ め に

ケチュア語は、南アメリカのアソデス諸国を中心に、いまでも数百万 もの人々によって 日常

的に使用されている土着言語のひとつである。言語学的には、日本語と同様に膠着語に属 し、

したがって接辞が非常に重要な役割を演 じている。

本稿の目的は、ケチュア語の接辞(接 中辞 ・接尾辞)を アルファベ ット順に整理 し、例文を

付 して簡潔な説明を加えることにある。 これまでのケチュア語の辞書では、接辞は他の品詞 と

結合 した形で しか収録されてこなかった1)。たとえば、

riy(行 く)ripuy(行 って しまう)

したがって、本稿の試みは、それを補 う意味において有意義だと考える。それと同時に、補論

として、接辞の標準的な語順を図示 したい。

なお、ケチュア語は 「ケチュア諸語」2)と呼ぶほ うが正確なくらいに地方差が大 きい。本稿

では、ペルー ・クスコ地方のケチュア語を例にとって説明を加えることにす る。 また、人称毎

に異なる接辞が対応するようなグループ3)は除外する。

一CHLA

f

II接 辞 一 覧4)

① 縮 小 の 接 辞 。 名 詞 ・代 名 詞 ・形 容 詞 に接 続 し、 ふ つ うは親 愛 の 情 を表 わす が 、 た

まに軽 蔑 を示 す こ と もあ る。

例Awilachaygaallinllankashan.(私 の お婆 ち ゃん は 元 気 で す 。)

Luischagamananallintachullank'ah.(ル イ スの 奴 は あ ま り働 か な い。)
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一CHA② 予 測 の接 辞 。pas/-pisと 併 用 され る と、 そ の予 測 の根 拠 が あ ま り確 か で な い こ

と を表 わす 。

例parangacha.([雲 が 出 て き た か ら]雨 が 降 るで し ょ う。)

parangapascha.([今 は晴 れ て い るが]も しか した ら、 雨 が 降 るか も しれ

な い。)

-CHAKUY(-cha十 一ku十 一y)

① 家族 用 語 の名詞 に接 続 して 、 「[自 分 の]… … にす る」 とい う意 味 の動詞 に変 え る。

例churi(息 子)→churichakuy(息 子 にす る 、養 子 に す る)

-CHAQ/-CHACHAQ

① 増 大 の接 辞 。 ジ ャ ガ イ モ や石 な ど、 小 さな も の の 中で 比 較 的大 きな もの を指 す場

合 に使 用 す る。

例hatun(大 きい)→hatuchaq/hatuchachaq(比 較 的大 きい)

‐CHAY(‐cha-1--y)

① 主 と して特 定 の 名 詞 に接 続 し、 「作 る」 「変 え る」 な どの 意 味 の 動詞 に変 え る。

例wasi(家)→wasichay(家 を建 て る)

-CHl① 普 通 動 詞 を使 役 動 詞 に転 換 す る
。

例yachay(学 ぶ)→yachachly(学 ば せ る、教 え る)

-CHU① 否定 文 ・疑 問 詞 を伴 わ な い疑 問 文 ・否 定 疑 問 文 の作 成 。 品詞 に か か わ らず 、 否定

した り疑 問 に思 っ た りす る語 に 直 接 つ く。

例Paymanarunasimitarimanchu.(彼 は ケ チ ュ ア語 を話 さな い。)

T'antatamunanki('hu?(あ な た は パ ソが欲 しい で す か?)

Manac加qheswatarimanki?(あ な た は ケ チ ュ ア語 を話 さない の です か?)

な お 、 疑 問 文 に お い て2つ な い しそれ 以 上 の 単語 に連 続 して つ く場 合 、 択.1問

文 で あ る こ と を示 す 。

例Chakipichukarrupichurisunchis?(歩 い て行 き ま し ょ うか 、 車 で行 き ま

し ょ うか?)

-KACHA

① 動 詞 に接 続 して 、反 復 ・頻 繁 の意 味 を表 わ す 。

例puriy(行 く)→purikachay(行 った り来 た りす る。)

② 名詞 に接続 し、か つY(Yの 項 、参照)が 衝続 す る場合 、偽 装 の意味 の動詞 とな る。

例qhari(男)→gharikachay(男 ら し く見 せ る。)

-KAMA① 別 れ の挨 拶 。

例Hukratukama.(ま た の ち ほ ど。)

② 時 間 の 終 点 。 日本語 の 「… … まで 」 に相 当 す る・ ま た・ 期 間C「 … … の あ い だ」)

を意 味 す る こ と も あ る。

例Noqaykuqahamuqkillakamakaywasipitiyasaqku.(私 た ち は 、 この家

に 来 月 まで 住 み ま す 。)

Luisqakunankamapukllashan.(ル イ スは 、 今 も遊 び続 け て い る。)

Qhaturirunaykamawawataqhawashanki!(私 が市 場 に 行 って い る 間 、

赤 ち ゃ ん を見 て い て くだ さい!)

③ 場 所 の 終 点(「 … … ま で 」)。

例LimamantaTumbeskamakarrupirini.(私 は 、 リマ か ら ト ゥソベ ス まで
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車 で 行 き ま した 。)

④ 「み ん な … … ば か り」 。

例Qharikamanwawaykunaqa.(私 の子 供 は 、 み ん な 男 で す 。)

-KAMAYOQ/-KAMAYU

① 特 定 の名 詞 に接 続 して、 役 職 者 等 を表 わす 名 詞 を作 る。

例11aqta(村)→llagtakamayoq(村 長)

punku(門)→punku」 をヨ■ロ∂yo(1(門 番)

-KAMU( -ku十 一mu)
,-KAPU(-ku十 一pu)

① 一kuの 項 、 参照 。・

一KU
① 再 帰 動詞 の 作 成 。

例Makiytamagchhikunisapap'unchay.(私 は、 毎 日手 を洗 い ま す 。)

Turayqaanchaallinlibrutarantikun.(私 の 兄 は 、 彼 自身 の た め に非 常

に よ い本 を 買 い ま した。)

② 縮 小 の 接 辞 。 挨 拶 の 中 な どで 、 表 現 を和 らげ た り親 愛 ・関 心 の 念 を表 わす 。

例Senorachaallinllachukakushanki?(お 嬢 さ ん、 お元 気 です か?)

T'antachatamikhukushani.(私 は、[お い し く]パ ソを食 べ て い ま す。)

な お 、-muや 一puと い った接 辞 が後 に くる と、-kuは 一kaに 音 韻 変 化 す る。

例Qosqopip'achakunatarantikamuni.(私 は 、 クス コで 自分 の た め に服 を

買 い ま した 。)

Haqaywarmiqaerqechantapusakapun.(あ の 女 性 は 、 自分 の 子 供 を 連

れ て 行 って しま った 。)

③ 喜 怒 哀 楽 の形 容詞 ・名詞 が 動詞 化 す る と き、-kuを 伴 う こ とが あ る。

例kusi(喜 び)→kusikuy(喜 ぶ)

phina(怒 っ て い る)→phinakuy(怒 る)

一KU ./-KA

① 縮 小 の接 辞 。 洗 礼 名 や 家族 用 語 に接 続 す る。

例Rosaku(ロ サ ち ゃ ん)Juliaka(ブ リア ち ゃん)

-KUNA① 名 詞 の複 数 形 の 作成 。

例Wamlacha加 η8pukllashanku.(子 供 た ち が遊 ん で い ます 。)

、*数 詞 が つ いて い る場 合 は 、原 則 と して 一kunaを つ け な い が 、 ス ペ イ ソ語 の影 響

に よ りつ け て しま う こと が あ る。

例Pisqaqelqana(kuna)mesapatapikashan.(机 の 上 に は5本 の鉛 筆 が あ り

ま す 。)

**目 とか 足 とか 耳 とか の場 合 は
、-kunaを つ け な い 。 ま た、 じゃ が い もや パ ソの よ

うに集 合 名 詞 的 に使 用 され る もの の場 合 に も、-kunaは つ け な く て も よい。

例Mayupichakiytamaqchhikamuni.(私 は、 川 で足 を洗 い ま した 。)

***金 ・銀 の よ うな金 属 の場 合 や
、数 え られ な い もの、 無 限 に あ る もの の場 合 に は 、

-kunaを つ け な い
。

例Askhaqolqetamunani.(私 は 、 た くさん 金 が欲 しい。)

-LI/-YLI

① 動詞 の 語 幹 に接 続 し、 性 格 を表 わす 形 容 詞 を 作 る。

例manchay(恐 が る)→manchall(恐 が りの)
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p磁hy(眠 る)→punuyll(寝 坊 の)

-LLA① 限 定 の 接 辞
。 名 詞 に も動詞 に も接 続 す る。 日本 語 の 「… … だ け 」 に相 当す る。

例Lukas11∂npaypaamigun.(ル ー カ スだ け が 彼 の友 人 で す 。)

Noqaykuqatakillayku,manantusuykuchu.(私 た ち は 歌 うだ け で 、 踊 寄

り ませ ん。)

② 縮 小 の接 辞 。 挨 拶 な どの 中 で 、表 現 を和 らげ た り親 愛 の念 を表 わ した りす る。

例Allinllachukashanki?(お 元 気 で す か?)

③ 継 続 ・習慣 の接 辞 。

例Qhalillakusillakashani.(私 は、 あい かわ らず 元 気 で幸 せ に して お ります。)

Machupikchutagarillayku.(私 た ち は、 よ くマ チ ュ ピチ ュ に行 きます 。)

④ 一11a+-pis/-pasで 、 「… … だ け で も」 の意 味 に な る。

例Mariallapasjaponestarimanan.(マ リア だ けで も、 日本 語 を話 す べ きだ。)

⑤ 一11a+-puwan+‐pasで 、 「… … で さえ」 の 意 味 に な る。

例Mariallapuwanpasjaponestariman.(マ リアで さ え 、 日本 語 を 話 す 。)

⑥ 一pas… …-lla+-taqと な る と、 「[そ して]… … もま た」 とい う意 味 に な る。

例Lukast'antatamikhun,Mariapasmikhullantaq.(ル ー カ ス は パ ソ を食

べ ます 。 そ して マ リア も また パ ソを 食 べ ます 。)
ル

‐LLANA(‐lla-1--na)

① 強 調 の 接 辞 。

例Kayorqoqarnunaychallanan.(こ の 山 は 、 と て も美 し い 。)

一MA

一MAN

① 強 調 の接 辞 。 話 し手 の驚 き ・確 信 を表 わ す 。

例Qanmachinkanki.(あ な た こそ 、 こそ こそ 隠 れ て い る。)

① 移 動 の方 向。 日本 語 の 「… … へ」 に相 当 す る。 特 に動 物 ・川 ・道 な どの 場 合 。

例LukaspasQosgomanmirinqa.(ル ー カ ス も、 クス コへ 行 くだ ろ う。)

Pablonwakatagamayumangatin.(パ ブ ロは 川 の 方 へ牛 を追 って行 っ た。)

HaqayNnanpasSagsaywamanmanmirin.(あ の 道 も また 、 サ クサ イ ワマ

ソに通 じて い ます。)

② 移 動 の 目的 な い し対 象。 あ る もの を 取 得 した り、 誰 か を探 した り、 集 ま りに参 加

した り、 あ るい は 見 せ物 を 見 に い くこ と まで 、 多 様 な 目的 を示 す 。

例T'antamanrishani.(私 は 、 パ ソを 買 い に[取 りに]行 きます 。)

W㎞ipasqh頷pasmis㎜a㎜ihsh蝕u.(男 も女 も ミサ に行 くと ころです。)

③ 特 定 の 時 間 を表 わす 名 詞 に接 続 して 、 慣 用 句 を作 る。

例Ch'isimanwasiytahamunki!(今 晩 私 の家 に来 て くだ さ い!)

WatamangaJapontanripusaq.(来 年 に は 私 は 日本 に行 って しまい ます 。)

④TUKUY動 詞 と併 用 され る と、 変 化 の結 果 を 表 わ す 。

例Allinrunarnantukupun.(彼 は 、 善 い人 間 に な っ た。)

⑤ 可 能 法 の作 成 。

例Qolqeykanman,(chayqa)allintamikhuyman.(私 に お 金 が あれ ば 、

[そ した ら]十 分食 べ られ る。) 、

Qolqeykaqtinqa,allintamihuyman.(同 上)

一MANTA

① 場 所 の起 点 。 名 詞 に接 続 す る。 日本 語 の 「… … か ら」 に相 当 す る。
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例Wasiymantawasiykimanhamuni.(私 は 、 自分 の 家 か らお 宅 に や っ・て き

ま した。)

② 時 間 の起 点(「 … … か ら」)。

例Pagarinmantaeskuylamanrisaq.(私 は 、 明 日か ら学 校 に行 きま す。)

.③ 材料 の接 辞。

例Punchuyqaalpakamillmamanto.(私 の ポ ソチ ョは 、 ア ル パ カ毛 製 で す 。)

④ 出身 の接 辞 。

例Warma-yanaykiriPunomantachu?(で 、 あ な た の恋 人 は プ ー ノ の ご 出 身

です か?)

⑤ 話 題 の接 辞 。

例Nogamantarimashanku.(彼 らは、 私 の こ とを 話 して い ます 。)

⑥ 「… … か ら」 とい う意 味(奪 格)を 示 す接 辞 。

例NoqaqaPedromantopelotatamanakuni.(私 は ペ ドロか ら ボ ー ル を 借 り

た。 ペ ドロに ボー ル を 貸 して も らっ た。)
へ

⑦ 人 称 代 名 詞 に接 続 す る と、 「勝 手 に」 と か 「自分 で」 とい う意 味 に な る こ と が あ

る。 この 場 合 、-llaを 伴 うこ と が多 い。

例Erqechaqapayllamantalaq'arukun.(子 供 は、 自分 で 転 ん だ 。)

-MASl① 名詞 に接 続 し、 「仲 間 」、の意 味 を加 え る。

例wasi(家)→wasimasl(家 族 、 「同居 して い る仲 間 」 の 意 味)

-MI/-N

① 確 信 あ るい は 目撃 の 接 辞 。 話 し手 は 、 自分 の 言 葉 が 本 当 に確 か で あ り、 実 際 に 見

た か 参 加 した こ と を 示 した い と き に 、 使 用 す る 。 子 音 で 終 わ る 単 語 の 場 合 は

一mi
、 母 音 で終 わ る場 合 は 一nを つ け る。

例LukasmlkarrupiLimatarin.(ル カ ス は 、 車 で リマ に行 った 。[私 が 証

人 だ。])

Miguelqaallinwiraqocha刀.(ミ ゲ ル は 、 立 派 な 紳 士 だ 。[と 、 私 は 確 信

す る。])

-MIYA/-MIKU

① 継 続 ・反 復 の接 辞 。 ふ つ う悪 い 意 味 に な る。

例qhaway(見 る)→ghawamryay(見 張 り続 け る)

uyariy(聞 く)→uyamlkuy(盗 み 聞 きす る)

-MPU(-mu十 一pu)

① 一PUの 項 、参 照 。

一MU
① 運 動 を 表 わ す 動 詞 につ く場 合 、 そ の 動 作 が 話 し手 の い る と こ ろに 向 か って 行 な わ

れ て い る こ とを 示 す 。

例Ergechagausghaytanpurimushan.(子 供 が こち らへ早 足 で 歩 いて きます。)

Apamuchunmikhunata.(食 事 を持 って くる よ うに、 と言 って くだ さい。)

② 自然 現 象 を表 わ す 動詞 に つ く場 合 、 そ の 現 象 が 話 し手 の い る と こ ろで 起 こ る こ と

を示 す 。

例Para加 ロshan五a.(当 地 で は 、 も う雨 が降 って い ます 。)

Paqarinqakayneqpipasruphayamungaya.(明 日、 この あ た りで も、 き っ

と晴 れ に な るで し ょ う。)、
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一N

-NA

③ そ れ ら以 外 の一 般 動詞 に つ く場 合 は、 そ の動 作 が話 し手 の い る と ころ か ら離 れ た

場 所 で 行 な わ れ る こ と を示 す 。 な お 、puriy(歩 く)に つ い て は 、 この 使 用 法 も最

初 の 使 用 法 もあ る。

例ErqeqaQosqokallikunapiyapurlmusan,riki.(少 年 は、 き っ と ク ス コ

の 街 を歩 い て い る こ とで し ょ う。)

Warmachayqahaqaypimikhumushan.(私 の 息 子 は 、 あ そ こ で食 事 を し

て い ます 。)

④ これ らの 一 般 動 詞 が、-muを つ け た形 で 命 令 法 の中 で 使 用 され る と、 「… … して

来 な さい 」 とい う意 味 に な る。

例Yawwarmachamut'itamikhumuy.(や あ少 年 よ、 ゆ で と う もろ こ しを

食 べ て 来 な さ い。)

⑤ 肉体 や もの の 内 部 か ら発 生 して く る様 態 を 表 わ す こ と が あ る。

例Weqeykisut'urimushan.(あ な た は涙 が 出 て き て いる 。)

① 一miの 項 、 参照 。

① 義 務 の接 辞 。 動 詞 に接 続 す る。

例Eskuylapiqakastillanullatarimananchis.(学 校 で は ス ペ イ ソ語 だ け 話 さ

な け れ ば な らな い。)

Usqhaymirinaykashan.(私 は、 す ぐに行 か ね ば な りませ ん。)

② 一paqと 併 用 され る と、 目的 を表 わ す 副詞 句 を 作 る。

例Japoneskunaqallank'anankupaqkawsanku.(日 本 人 は 、働 くた め に生 き

ま す。)

③ 一kamaと 併 用 され る と、 条 件 な い し期 間 を表 わす 副詞 句 を作 る。

例Tusunaykikamasamasaq.(あ な た が 踊 るあ い だ 、 私 は休 み ま す。)

④ 動 詞 の語 幹 に つ い て 名詞 に 転 換 す る。

例mikhuy(食 べ る)→mikhuna(食 物)

ruway(す る)→ruwana(仕 事 ・宿 題)

⑤ 特 定 の名 詞 に接 続 し、-y(-yの 項 、 参 照)を 伴 って 動 詞 を作 る。

例uhu(中)→uhunay(中 に入 れ て 、 置 く)

rap'i(葉)→rap'inay(葉 を と って 、 置 く)

一NAKU(-na-E--ku)

① 相 互 動 詞 の作 成 。

例Unaynaregsinakuyku.(私 た ちは 、 も うず っ と古 くか らの知 り合 い で す。)

-NAYA① 願 望 の 接 辞
。 名 詞 ・動詞 の 語 幹 に接 続 し、-yを 伴 って 新 しい動 詞 を 作 る。

例tusuy(踊 る)→tusunayay(踊 りた い)

aha(チ チ ャ)→ahanayay(チ チ キが 欲 しい)

-NEQ/-NIQ

① 場 所 の近 接 。 名 詞 に 接 続 す る。 、

例Machupikchune(1tiyani.(私 は 、 マ チ ュ ピチ ュ の近 くに住 んで い ます。)

② 時 間 の近 接 。

例Tardenegpitupasunchis.(午 後 あ た りに 会 い ま し ょ う。)

-Nl① 音 調 の 接 辞 。 主 と して 、 子 音 で終 わ る名 詞 を接 辞 の 一yoqま た は 所 有 代 名 詞 と結

合 す る と きに使 用 す る。,
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例Kagnlyoqphamillaqaallintamikhun.(裕 福 な 家 庭 は十 分 食 べ る。)

HaqayNsenoraqyawarningamanaallinchu.(あ の女 性 の血液 は よ くな い。)

-NIRAQ

① 形 容 詞 に接 続 し、類 似 の 意 味 を 加 え る。

例huch'uy(小 さな)→huch'uynrraq(な に か小 さな)

puka(赤 い)→pukanlraq(赤 っ ぽ い)

hoq(別 の)→hognrraq(ど こ か別 の)

-NKA/-NINKA

① 配 分 の接 辞 。 名 詞 ・数 詞 に接 続 す る。

例huk(ひ とつ)→huknlnka(各 自 ひ と つず つ)

killa(月)→killanka(毎 月交 替 で)

-NPA① 位 置 の 接 辞
。 主 と して 名詞 に接 続 し、-mantaが 後 続 す る こ とが 多 い。

例Umanparnantaurmayuni.(私 は、 頭 か ら落 ち ま した 。)

-NTI/-STI

① 包 含 の 接 辞 で 、 「す べ て 」 「全 体 」

す る。 ま た、 子 音 で終 わ る名 詞 に 接 続 す る場 合 、 音 調 の 一niを 前 置 す る。

例'Waygentinmipaywangakayku.(彼 と私 は、 兄 弟 で す 。)

ti
-NA

一PA

「み ん な 」 の意 味 に な る。 ふ つ う 一nが 後 続

Chakrantlnpinpapatatarpunchis.(私 た ち は 、 畑 一 面 に ジ ャガ イ モ を 植

え ます 。)

① 完 了。 あ る行 為 や も の の存 在 が 、 現 在 も し くは未 来 に お い て す で に 完 了 して い る

こ とを示 す。 否 定 文 で は、 そ の行 為 が 中 断 され た か 、 もは や行 な わ れ て い な い か 、

あ るい は 単 に そ の も の が もは や存 在 しな い こ と を示 す 。

例T'antataqarantiykuna.(も う私 た ちは 、 パ ソを 買 い ま した。)

Manahankallpaykanchu.(私 には も う力 が あ りま せ ん。)

*‐naは
、 他 の 接 辞 に も、 動 詞 ・形 容 詞 ・副 詞 に もつ く こ とが 出来 る。 そ の うえ 、接

辞 と して のN-naに 加 えて 、 肯 定 文 や 疑 問 文 で は 副詞 のtinaを 前 置 す る こ と も 出来

る。 た だ し、 否定 文 にお い て は 、manaの あ と に つ け る。 な お 、1つ の 文 の な か に

2つ 使 用 す る こ と も出 来 る。
り

例NapaykunaqaQosqotaregsinkuna.(彼 らは 、 も う ク ス コを よ く知 って

い ます 。)

② ‐llaと併 用 され る と、 強 調 の 意 味 に な る。

例Hayallanankayroqotuqakasqa!(こ の トウガ ラシ は 、 とて も辛 か っ た!)

① 反 復 の接 辞 。 動 詞 に接 続 し、修 正 ・完 成 す る た め に や り直 す 、 とい う意 味 を付 け

加 え る。

例pichay(掃 除 す る)→pichapay(掃 除 し直 す)

yapay(加 え る)→yapapay(つ け足 す)

一PA/-Q

① 所有 の接 辞。 名詞 ・代名詞 に接続 し、子 音 で終 わ る場合 は 、-pa、 母 音 で終 わ る場 合 は

一qをつ け る
。

例Payp∂wasinpinoqallank'and.(私 は、 彼 の家 で働 きま す。)

AsnuqNunangayana.(ロ バ の子 は黒 い 。)

* -qは
、-qpaの 形 で 使 用 さ れ る こ と が多 い が 、特 に意 味 は な い。 しか し、pi(「 だ
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れ?」)に つ く場 合 は 、必 ずpiqpaと な る。

例Huanaq(Huana(spa)chakranpillank'ayku.(私 た ち は 、 フ ア ナ の畑 で働

き ます 。)

-PAKU(pa-1-ku)

① 反 復 ・試 行 の 接 辞 。 動 詞 に接 続 す る。

例kichay(開 け る)→kichapakuy(開 け よ うと努 力 す る)

qhaway(見 る)→ghawapakuy(何 度 も見 る)

② 動 詞 に接 続 し、 「他 人 の た め にす る」 とい う意 味 を加 え る。

例11ank'ay(働 く)→11ank'apakuy(他 人 の た め に働 く)

③ 動 詞 に接 続 し、 「無 償 で 」 何 か を使 った り利 用 した りす る とい う意 味 を加 え る。

例Wasiykipipunupakusaq.(私 は、 あ な た の 家 で 眠 る こ とに しよ う。)

-PAQ① 名 詞 や 動 名 詞 に接 続 し、 目的 ・利 益 を表 わ す 接 辞 。r… … の た め に」 の 意 味 。

例Tullutaapashanialgopaq.(犬 の た め に骨 を持 っ て い って や ります 。)

Mikhunaykipaqmakiykitamaqchhirakamuy.(食 事 す るた め に 、 手 を洗

って きな さ い。)

② 時 間 を 表 わ す 語 に接 続 して、 時 制 に よ り、 目的 や 期 限 を表 わ す 。

例Pagarinpaqahashani.(明 日の た め に チ チ ャを 作 って お き ます 。)

Musoqwatapaggamusoqwasiykangana.(新 年 まで に は 、 私 の新 しい

家 が 出 来 上 が るで し ょ う。)

④ 交換 の 手 段 を表 わす こ と もあ る。

例Papaypaqqowankimanchusaraykita?(私 の ジ ャガ イ モ とあ な た の トウモ

ロ コシ を交 換 して くれ ま せ ん か?)

-PAS/-PIS

① 並 列 の 接 辞 。 主 語 ない し 目的 語 が既 述 の もの と同 じで あ る こ とを 示 す 。 日本 語 の

「も」 に 当 た る。

例Nogapasgheswatarimani・(私 も また ・ ケ チ ュ ア語 を話 します ・)

T'antatapasasukartapasrantiyku.(私 た ち は、 パ ソ も砂 糖 も買 い ま した。)

② 選 択 の接 辞 。

例Papapaq .plslisapagpisgosgaykiyakapulitaqa.(ジ ャ ガ イ モ とで もオ ユ コ

とで も、私 は カ プー リを あ な た と交 換 し ま しょ う。)

③ 一chaと の 併 用 →-chaの 項 、 参 照 。

④ 疑 問代 名 詞 と併 用 され る と、 話 し手 の 不確 か さを 表 わ す 。

例Imatasch'isigamosghokunipas?(昨 夜 は 、一 体 、 何 の 夢 を 見 た の だ ろ う?)

⑤ 示 唆 の接 辞 。

例Mayqentachumunankipas?([あ な た の た め に は これ が い い と、 私 は思 い

ます が]そ れ と も、 他 の どれ が 、 あ な た は 欲 しい ので す か?)

Ichakunanqaamachullank'anaymanripusagpas.(… … そ れ と も 、

私 、 今 日は仕 事 に行 か な か った らど うか し ら?)

-PAYA① 動 詞 に接 続 し、 「頻 繁 」 の 意 味 を加 え る。

例rimay(言 う)→rimapayay(何 度 も言 う)

② 動詞 に 接 続 し、 「同伴 」 の意 味 を 加 え る。

例Npunuy(眠 る)→punupayay(一 緒 に眠 る、 同 じ家 で 眠 る)
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一PI

一PTI

一PU

mikhuy(食 べ る)→mikhupayay(食 事 に付 き合 う)

① 場 所 の 接 辞 。 名 詞 に接 続 し、 「… … に お い て」 の 意 味 。

例PedroqwasinqaQosgopl.(ペ ドロの 家 は ク ス コに あ る。)

Amiguypachakran ,prllank'ayku.(私 た ち は 、友 達 の 畑 で 働 き ます 。)

② あ る行 為 に 要 す る期 間 を表 わ す 。.

例Hukkillaprllank'anatatukuni.(彼 は そ の仕 事 を1カ 月で や り終 え た。)

③ 通 信 運 搬 の 手段 。

例PaykunaqakarruplLimamanrinku.(彼 らは 、 車 で リマ へ行 く。)

④ 行 為 の様 態 。

例Noqaykuqamusikaplhamuyku.(私 た ち は 、 音 楽 を聴 きな が らや って き

ま した。)

⑤ 指 示 形 容 詞 に つ い て場 所 の 副詞 に 転 換 す る。

例KayrunaqakaypYtiyan.(こ の 人 は 、 こ こ に住 ん で い る。)

① 動 詞 に接 続 し、 「… …す る と き」 とい う意 味 の 副 詞 句 を作 る。

例Takiptlykikusikuni.(あ な た が歌 う と き、 私 は 楽 し くな る。)

① 運 動 を表 わす 動 詞 に つ い た場 合 、 そ の 行 為 者 が 起 点 に帰 還 した り、 日常 的 な居 場

所 に移 動 した りす る こと を意 味 す る。

例Warmachakunagaeskuylamanmiripushanku.(子 供 た ちは 、 学 椥 こ行 く

と こ ろで す 。)

Wasimanhaykupunanchisna.(も う家 の な か に入 ろ う。)

② 動詞 に 接 続 し、 恒 久 的 ない し長 期 的 に つ づ く変 化 を 表 わ す 。

例Lukasgahanpiqmikapun.(ル ー カ スは 、 医 者 に な っ た 。)

Mariaqamananwasinpichutiyapun.(マ リアは 、 自分 の家 に 住 ま な くな

った 。)

③ 動 詞 に接 続 し、 「誰 か他 の人 の た め に」(た だ し、不 利 益 に な る場 合 も あ る)そ

れ を行 な うと い う意 味 を 加 え る。-paqや 目的 格 の人 称 代 名 詞 に 相 当 す る接 辞 を 伴

うこ とが 多 い。

例Allichu(noqapaq)unumanrirgapuway!(ど うか 、私 の た め に 水 を 取 り

に 行 って くだ さ い!)

*た だ し
、-puが 一muの 後 に 置 か れ る場 合 、 音 韻 変 化 に よ り、-mpuの 形 に な る。

例Hiroshipaqt'antatarantimpuni.(私 は 、 ヒ ロ シ の た め に パ ソ を買 っ て来

ま した 。)

一PUNl① 強調 ・確 実 の接 辞
。 品 詞 の い か ん に か か お らず 、 強調 した い語 に直 接 接続 す る。

例Wakayachatamanapunlmikhunichu.(私 は 、 牛 肉 は 絶 対 食 べ な い。)

Pagarinpunlnrisaq.(私 は 、 明 日は 必 ず 行 き ます 。)

Qarしραηfyarikiruwarqanki!(確 か に 、 あ な た 自身 が や った の で す ね!)

-PURA① 選 抜 ・協 働 の…接辞
。 名詞 に 接 続 す る。

例Qharipurallallank'ashanku.([み ん な の 中 か ら]男 だ け で 力 を 合 わせ て

働 い て い ま す。)

-PUWAN/-PIWAN

① 追 加 の接 辞 。 名 詞 ・代 名 詞 に接 続 す る。

例Paykunaqakhuchitapuwanmichishanku.([彼 らは家 畜 を 放 牧 して い ま
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一Q

一QA

一QTI

一RAQ

す 。]そ して豚 も放 牧 して い ます 。)

Wasiyoqwan,warminwan,nogapuwanQosgotarisaqku.(家 主 も そ の

奥 さ ん も、 そ して私 も、 クス コへ行 くで し ょ う。)

① 所 有 の接 辞 。 前 掲 ・./4の 項 、 参 照 の こ と。

② 動 詞 の語 幹 に つ き、 同 じ文 の 中で 運 動 を表 わ す 動詞 と併 用 され る場 合 は 、 ふ つ う

目的 を表 わ す 副詞 句 を作 る。

例Watukuqrisaq.(私 は 、 見 舞 い に行 くで し ょ う。)

③KAY動 詞 と と もに使 用 され る と、 習 慣 を 表 わ す 。

例Noqahamuqkani.(私 は 、 よ く来 た もの で す 。)

④ 動 詞 の 語 幹 に接 続 して 、 そ れ を 「… … す る人 」 とい う意 味 の名 詞 に変 え る。

例11ank,ay(働 く)→llank,aq(労 働 者)

pukllay(遊 ぶ、 プ レーす る)→pukllaq(プ レイ ヤ ー)

① 提 示 の 接 辞 。 ケ チ ュ ア語 の表 現 に と って は 不 可 欠 の接 辞 で 、注 意 を 引 い た り強 調

した りす るた め に 使 用 され る、 話 題 を提 示 す るた め の もの で あ る。 日本 語 の 「は 」

の 役 割 に似 て い る。 ほ と ん ど の単 語 に 接 続 す るが 、manaとnaに は 接 続 しな い 。 ま

た 、-qaの あ と には ど ん な接 辞 も接 続 しな い。

例Luisqaalliriwiraqocha.(ル イ ス は、 い い人 で す 。)

Amiguypachakranpigapapapassumaqtarurun.(私 の友 達 の 畑 で は 、

ジ ャガ イ モ もた く さん取 れ る。)

① 未 来 形 や可 能 法 で は条 件 を 、現 在 形 や過 去 形 で は 理 由 ・動 機 を表 わ 実 接 辞 。 動詞 ・

に接 続 し、 副 詞 句 を作 る。 た だ し、 副詞 句 の行 為 者 と主 文 の行 為者 とが 異 な る場 合

に使 用 さ れ る。

例Llank'anakagtingakayIlaqtapiqhepakusaq.(仕 事 が あれ ば 、私 は この

村 に残 ろ う。)

Paraqtrnmimanallank'arqanichu.(雨 だ った の で、 私 は 働 か な か っ た。)

① 継 続 の接 辞 。 あ る行 為 や もの の存 在 が 継 続 して い る こ とを示 し、 「まだ 」 と か 「

い ま な お」 と訳 す こと が 出来 る。 動詞 に も形 容 詞 に も副 詞 に もつ くが 、 否 定 文 で は

manaも し くは 動 詞 、 あ るい は そ の 両 方 に つ くこ とが 出 来 る。 た だ し、 時 を 表 わ す

副 詞 に接 続 す る と 、 さま ざま な ニ ュ ア ソ スの 意 味 に な る。

・例Machulayqallank'ashanraq .(私 の 祖 父 は 、 ま だ働 い て い ま す 。)

Saraykiaskhacharagchukashan?(あ な た の と うも ろ こ しは 、 まだ た くさ

ん あ ります か?)

Asindayoqqamanaraqallintachurunasimitariman.(農 園 主 は、 ま だ ケ

チ ュ ア語 が よ く話 せ ませ ん。)

Kunanragcahununakuykanqa!(や っ と今 日、 集 会 が あ る だ ろ う!)

② 優 先 ・先 行 を 表 わ す こ とが あ る。

例Runasimitaraqyachasunchis.(ま ず ケチ ュ ア語 を勉 強 し ま し ょ う。)

③ 同 じ文 の 中 で2つ 以 上 使 用 され る と、 「と きに は … … 、 と き には … …」 とい う意

味 に な る。

例Qanqaasichiwankiraqwagachiwankiraq.(あ な た は 私 を、 と きに は 笑 わ

せ 、 と きに は 泣 か せ ます 。)

④ 疑 問代 名詞 に接 続 す る と、 疑 問 ・不 明の 意 味 を強 め る。
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例lmapagraqqolqetaapamunki?(あ な た は 、 何 の た め に お 金 を持 って きた

の です か?[ま だ 持 って こ な くて も よか った の に])

-RAYA/-LAYA

① 接 続 ・永 続 の接 辞 。 動 詞 に 接 続 し、 あ る状 態 が 「持 続 」 す る とい う意 味 の 動詞 を

作 る。

例Mariatanghawarayashanki.(あ なた は 、 マ リア を 見 続 け て い る。)

② 色 や形 を表 わす形 容詞 に接続 し、 その色 や形 が 「目立 つ」 とい う意味 の動 詞 を作 る。

。例Karruykipukarayashan.([た くさん の 自動 車 の 中 で]あ な た の 自動 車 は

赤 くて 目立 って い ま す 。)

-RAYKU

① 動 機 ・原 因 の接 辞 。 名 詞 ・代 名詞 に 接 続 す る。

例Qanraykullank'ashani.(私 は 、 あな た の た め に働 い て い ま す 。)

Imaraykunmanaqanchumaskhaqriranki?(な ぜ 、 あ な た 自身 が 探 しに

行 か な か っ た の です か?)

② 条 件 を表 わす 副 詞 句 を作 る こ と もあ る。

例Yanapariwanaykiraykugamanayusgaykiyaasnuyta.(私 を手 伝 って くれ

る な ら、 あ な た に 私 の ロ バ を貸 しま し ょ う。)

一RI
① 動 詞 に接 続 し、 あ る こ と を勧 め た り、 あ る行 為 に ま さ に移 ろ うと して い る、 とい

うニ ュ ア ソス を加 え る。

例Phinarrkuy1(あ な た は怒 った ほ うが よい!怒 っ た ら!)
N

Nanerqechaqapunurxshanna.(子 供 は も う 眠 ろ う と して い る 。)

Yacharlchiy!(教 え て あ げ て!)

② 一taqと の 併 用 。taq… …-riの 項 、 参 照 。

一RPARI/-YPARI

① 動詞 に接 続 し、 故 意 ・不 注 意 ・粗 雑 の意 味 を加 え る。

例saqey(残 す)→sagerparly(故 意 に 残 す 、 捨 て る)

tanqay(押 す)→tangarpatプy(わ ざ と押 す)

-RU/RQU

① 動詞 に接 続 し、 そ の 行 為 が 「突 然 お こ る」 こ とを 示 す 。

例Rurunniymiismurusga.(私 の肝 臓 は 急 に悪 化 した。)

Kaywarmitagargorusqaku.(彼 らは 、 この 女 性 を突 然 解 雇 した 。)

② 緊 急 の 勧 告 を表 わす 。

例Upharukul.layna!(い ます ぐ顔 を洗 い な さい!)

③ 単 に、 聞 き手 に対 す る敬 意 ・丁 寧 な気 持 ち を 表 わ す こ とも あ る。 この場 合 、-kuや

一yuを 伴 うこ とが 多 い
。 な お、-yu十 一ruは 、 音 韻 変 化 に よ り 一yruと な る。

例Mikhuyrukuykayt'antata.(こ の パ ソを食 べ て くだ さい 。)

*特 定 の接 辞 が後 続 す る と
、 音 韻 変 化 に よ り 一ra/-rqaと な る。

-SAPA① 特定 の 名 詞 に接 続 し、 増 大 の意 味 の形 容詞 に 変 え る。

例uma(頭)→umasapa(頭 の 大 きな)

yuyay(記 憶)→yuyaysapa(賢 い)

-SI/-S

① 推 量 ・伝 聞 の 接 辞 。 子 音 で 終 わ る 語 に 接 続 す る場 合 は 一S1、 母 音 の 場 合 は
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一SPA

一SAQ

一STI

一SHA

一TA

一Sを使 用 す る。 話 し手 が 生 まれ る前 や幼 か った と きの こ とに も使 用 す る。

例Paysiyanay.(彼 は 私 の 恋 人 だ、 と言 わ れ て い る。)

Mamaysipagarinchayamunqa.(私 の 母 は 、 明 日当地 に 着 くそ うだ。)

MamayqaQosgopistaytaywanreqsinakusqaku.(私 の母 は 、 ク ス コで 父

と知 り合 った の で す って 。)

① 動 詞 の 語幹 に つ い て 、 現 在 分 詞(句)を 作 成 し、 「… … しなが ら」 「… … して か

ら」 「… … す るな ら」 等 の 意 味 に な る。 た だ し、接 続 す る動 詞 の 行 為 者 と主 文 の行

為 者 が 同 じ時 に使 用 す る。

例Punuspach'isiyani.(私 は 、0日 中 寝 て す ご しま した 。)

Takispapurini.(私 は、 歌 い な が ら歩 き ます 。)

Mikhuytatukuspaykinallank'aqqarinki.(食 事 してか ら働 きに行 け ば よい。)

Munaspa,mihuy,amamunaspagaamataq!(食 べ た い な ら、 ・食べ な さ

い。 食 べ た くな い な ら、 食 べ る な!)

① 動詞 の 語幹 に接 続 して 過 去 分 詞 と な り、 形 容 詞 的 、 名 詞 的 に使 用 さ れ る。 な お 、

所 有 格 の 人称 代 名 詞 に相 当 す る接 辞(=接 続 す る動詞 の 主 語 を表 わす)を 伴 っ て 句

を作 る こ とが あ る。

例Chaymachasqarunagataytaymi.(そ の酔 っ払 って い る人 が私 の 父で す 。)

(qanpa)wasichasgaykiwa§i(あ な た が建 て た 家)

Amayachayyachasgaykitaqonqankichu!(い ま 学 ん だ こ とを け っ して

忘 れ るな!)

② 「今 、 発 見 した 」 と い う意 味 に な る。

例Tomaschaallinwayk'uqmikasqa.([今 、 私 に は わ か っ た が]ト マ ス

は 、 よい コ ックだ[っ た]・。)

① 動詞 に接 続 し、 主 文 の 動 作 に引 き続 い て、 あ るい は 同 時 に起 こ る こと を示 す 。

例Llank'astzllannan(ichaqa)chayaramusaq.([と もか く]着 い た らす ぐ

働 き ます か ら。)

① 進 行 形 の形 成 。 過 去 時 制 の 場 合 は、 話 し手 が そ の 動 作 の行 な わ れ た ま さ に そ の時

を 思 い 出 しな が ら話 して い る こ と を示 し、 ま た未 来 時 制 の場 合 は、 そ の動 作 が あ る

一 定 の時 まて 続 くこ とを
、 あ るいは他 の動 作 が行 な わ れて い るあ いだ続 くこと を示 す。

例Luisgelgashan.(ル イ ス は書 い て い る。)

Noqaqamikhvsharaniqowikankata.(私 は 、[そ の と き]ク イ の焼 肉 を

食 べ て い ま した 。)

Paqarinqaeskuylapikashasaqchawpip'unchaykama.(明 日は、 私 は正

午 まで 学 校 にい るで し ょ う。)

Paramusha.n!Chaykamaaqhataaghasha.ychis.(雨 が 降 って い る!そ の

間 に 、 あ な た が た は チ チ ャ を作 りな さ い。)

① 名 詞 や 動名 詞 に つ い て 、 他 動 詞 の 直 接 目的 語 を示 す。 艶

例Noqaqheswa加rimani.(私 は 、 ケ チ ュ ア語 を話 します 。)

Amigaypaamigunqamananrunasimirimaytayachanchu.(私 の 女 友

達 の友 達 は 、 ケチ ュ ア語 が 話 せ な い。)

② 形 容 詞 に つ い て 、 副 詞 に転 換 す る。

例Saraqasumaqtorurun.(ト ウモ ロ コ シは 、 た くさん 実 っ た。)
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"③ 移 動 の 方 向 を表 わ す
。-manの 項 を参 照 の こと。

例HakuQosgota.(さ あ 、 クス コに行 きま し ょ う。)

④ 動 作 が行 な わ れ る時 間 ・曜 日等 を表 わ す。

例Lunestagahunt'achetunaQosqomanrinqaku!(次 の 月 曜 日には た く さ

ん の 人 が ク ス コに 行 くだ ろ う!)

-TAQ① 対 照 ・分 担 の接 辞
。 名 詞 や 動 詞 に接 続 す る。

例Luisqat'antatamikhun,Pedro云 ∂σhank'atamikhun.(ル イ スは パ ソ を

食 べ 、 ペ ドロは煎 りと うも ろ こ しを食 べ る。)

Kunanparashan,paqarin狛 σruphayanqa.(今 は 雨 が 降 って い るが 、 明

日は晴 れ るだ ろ う。)

Noqaykuqhatuyku,qankunaオ3αrantinkichis.(私 た ち が 売 って 、 あ な

た が た が買 う。)

② 並 列 の 接 辞 。 動 詞 に接 続 し、 い くつ か の動 作 が ほ とん ど同 時 に 、0定 の期 間 、 一・

定 の 場 所 で 行 な わ れ る こ とを 示 す 。

例Noqaqawayk'uni孟 ∂α,estudiani勿 σ,chakrapillank'anitaq.(私 は料 理

した り、 勉 強 した り、 畑仕 事 を した り します 。)

Paqarinqa,phistapitakisagtaq,tususaqtaq,parlasagtaq.(明 日の パ ー

テ ィー で は 、 私 は 歌 っ た り、 踊 っ た り、 お し ゃべ り した り し よ う。)

-TAQ .-RI

① 口調 の接 辞 。 これ ら2つ の 接 辞 は単 独 で も共 同 で も使 用 され 、 奇 異 や親 愛 の 念 を

こめ て 質 問 す る と き と か 、 単 に 話 を切 りだ す た め とか に使 用 さ れ る。 な お 、-riの

つ い て い る単 語 で も って 質 問 が 開 始 され る場 合 、 ア クセ ソ トを 打 つ こ と が あ る
。

例Imataqsutiykiri?(で 、 あ な た の お名 前 は 、何 とい い ます か?)
ノ

Qanrlpikanki?(で 、 あ な た は誰 で す か?)

Pitagrr～(誰 で す か?)

② 感 嘆 文 の 中 で使 用 され る と、 怒 りや 不 安 、 心 配 や 喜 び な ど を表 わす 。

例Yawerqe,imataオ ∂σruwankirl!(お い君 、 何 を して い るん だ!)

Ima孟 ヨσkayvida躍Mananqolqepaskanchu.(何 とい う人 生 な ん だ!お

金 も な い。)

-WAN① 手 段 の接 辞
。 名 詞 に 接 続 し、 「… … に よっ て」 の 意 味 。

例Yenwanrantini.(私 は 、 円で 買 い ま した 。)

② 同伴 の接 辞 。 行 為 者 が誰 か と一緒 に、 あ る い は何 か と一緒 に そ の 行 為 を行 な うこ

とを示 す 。 誰 か の 指 導 や 示 唆 に よ って そ れ を行 な う こと を示 す こ と もあ る。

例Nogagatayta-mamaywarlmitiyani.(私 は、 両親 と一緒 に暮 ら して い ます 。)

NoqaqawiraqochaVictorwanmiawaytayacharqani.1私 は 、 ヴ ィ ク ト

ル 氏 の も とで織 り方 を習 い ま した。)

③ 並 列 の 接 辞 。

例Mamaywanpanaywangaaqhataqhatushanku.(私 の母 と姉 が チ チ ャ を

売 って い ます 。)

④ 原 因 の接 辞 。

例Qh'asqonanaywanNwanuri.(彼 は 、 肺 の痛 み で 死 ぬ。)

-Y① 動詞 の語 幹 に つ き
、 不定 形 を作 る。 それ と同時 に 、抽 象名 詞 や動 名詞(句)を 作 る。
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一YA

例mikhuy(食 べ る、 食 物)llank'ay(働 く、労 働)

Runasimiyachayqamanansasachu.(ケ チ ュ ア語 を 学 ぶ こと は 、 む つ か

し くは な い。)

Munankichullank'ayta?(あ な た は働 きた い の で す か?)

② 強 化 の接 辞 。 重 ね て 使 用 され る こ とに よ り、形 容詞 の 程 度 を強 化 す る。

例k'acha(優 雅 な)→k'achayk'achay(と て も優 雅 な)

① 感 情 の 強 調 。 疑 問 文 以 外 な ら、肯 定文 で も否 定 文 で も感 嘆 文 で も使 用 され る。 と

きに は喜 び や活 気 、 また あ る と きは 苦 悩 や 憂 欝 や 無 気 力 を表 わ す 。 この 接 辞 は ほ と

ん ど常 に 語 の一 番 最 後 に つ くが 、 強 調 の 接 辞 一riが後 に く る場 合 、_yaに は ア クセ

ソ トを打 た な い。

例Hakuyakuska.([喜 ん で]一 緒 に行 きま し ょ う。)

Taytaykiqaallinrunayakaran,allintayallank'aranpas.(あ な た の お 父

さ ん は い い人 で した よ。 な に しろ よ く働 い た ん だ か ら。)

Yawqella,11ank"ayari!(こ ら怠 け者 、働 け った ら!)

‐YAY(ya十y)

① 変 形 の 接 辞 。 特 定 の形 容 詞 を 動 詞 化 し、 「… … に な る」 とい う意 味 を加 え る。

例tullu(痩 せ た)→tulluyay(痩 せ る)

wira(太 った)→wirayay(太 る)

machu(年 老 い た)→machuyay(年 を取 る)

-YKU(yu-t-ku)

① 一yuの 項 、参 照 。

-YOQ① 所 有 な い し保 有 。 どん な名 詞 で あ れ 、 この接 辞 が つ くと、 そ の も のの 所 有 者 で あ

る こ と を示 し、 名 詞 的 に も形 容 詞 的 に も使 用 す る こ とが 出 来 る。

、 例Wasiyoqhamunqa.(家 主 が 来 るで し ょ う。)

Haqayrunaqaaskhaallpayogmi.(あ の人 は 、 た くさん の 土 地 を持 って い

ます 。)

Kallpayoqrunakunallallank'ashanku,asindayogtaqghawashallan.

(力 の あ る人 間 だ け が働 い て お り、 農 園 主 は 見 て い る だ け で す。)

② 出 身 を 表 わ す こ と もあ る。

例HaqaywiraqochaqaWankayullaqtayoqmi.(あ の紳 士 は 、 ワ ソカ ー ヨ市

の 出 身 だ 。)

-YSl① 補 助 の 接 辞
。 動 詞 に接 続 し、 助 力 ・協 力 の 意 味 を加 え る。 与 格 の 人 称 代 名 詞 を伴

うこ とが 多 い。

例Hakuyaallayszwa.nki!(さ あ、私 が イモ を収 穫 す るの を手 伝 って くだ さい!)

-YU/YKU

① 尊 敬 ・嘆 願 の接 辞 。 動 詞 に接 続 す る。

例Matetaukyayukuy!(ど うぞ マ テ茶 を お飲 み くだ さい!)

② 強 調 ・増 加 の 接 辞 。'

例Ongoyun.(彼 は 、 病 気 が 重 くな る。)

Nishutanparayushan.(も の す ご く雨 が ふ って い ます 。)

③ 動 作 の 方 向(内 へ ・下 へ ・方 へ)を 表 わす こ と もあ る。

例achhuykuy(近 付 く)
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rimay(話 す)→rimayuy(話 し掛 け る)

apay(運 ぶ)→apayuy(運 び込 む)

p'itay(飛 ぶ)→p'itayuy(飛 び降 りる)
*後 続 す る接 辞 の種 類 に よ

って は、-YA/-YKAに 音 韻 変 化 す る。

m接 辞の語順 ひとつの試み一

ケチュア語の場合、接辞の語順ほど、ケチュア語学習者 にとり難解なものはない。以下で

は、もっとも標準的なケースを、できるだけ簡略に図示することにしたい。ただし、接辞のす

べてを網羅 したものではない し、(1・II・III… …)は 優先順位というほどの意味のものであ

る。また、音韻変化するものについては、原則 として原型のみを掲げた。

(a)名 詞に接続 していく場合

1 H 皿 N V Vl Y-- 田 IX x 刃 X皿 湿 ∬ XV

cha kuna rayku lla man wan
●

puns raq taq pas cha mi/n chu si/s Ya

manta puwan na ma

1.1 kama'

P1

to

1)前 節 「接 辞0覧 」 中 の 一kama④(「 み ん な … … ば か り)」は こ こ に位 置 し、 さ ら に こ の 場 合

一laは 例 外 的 に 一kamaの す ぐ後 に接 続 す る。

例Lukasllananllank'ashan.(ル ー カ ス だ け が 、 も う働 い て い る。)

Asnukunamanwanpunlq'achutaqaray!(ロ バ た ち に も必 ず 草 を や りな さ い1)

Asnukunapaqwaneuniragchusq'achutaapamunqa.(あ っ そ う、 彼 は ま ず ロ バ た 一

ち の た め に も 必 ず 草 を 持 っ て く る ん で す か 、 へ え 。)

(b)動 詞(の 語幹)に 接続 していく場合

1 II 皿 N V VI Y-- 皿 IX X XI X皿 X皿 … …XXI

ri yu ru chi naku' ku mu

pu

mpu

sha 目 的格2
3na

spa4

gti4

11a 語 尾5 puni............ya

ma

[(a)に 同 じ]
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1)-naku(複 合 接 辞)が 一yuと 接 続 す る場 合 、-nayukuな い し 一naykuと な る。 た だ し、 後 者

の ほ うが一 般 的 で あ る。

2)目 的 格 の人称 代名 詞 に相 当 す る接 辞 の ことで、 これ まではsufijopronomina1(代 名 詞 的接 辞)と か

sufijodetransiciones(移 行 の 接 辞)と 呼 ば れ て き た。 本 稿 で は説 明 を省 略 した。

例Lukasqamuna・wan.(ル ー カ スは私 を愛 して い る。)

3)-naの 接 続 す る語 幹 動 詞 が述 部 で は な く副 詞 的(動 名 詞 句)を 形 成 す る場 合(-na項 ② ・③ 、

-rayku項 ② 、 参 照)は 、 該 当部 分 の 語 順 は 次 の と お り とな り、 当然 の こ と な が ら、rH語 尾 」

は 来 な い。 な お 、 所 有 格 の 人 称 代 名 詞 に相 当す る接 辞 に つ い て は 、 本 稿 で は説 明 を 省 略 した

が 、 下 記 の例 文 中 の 一yが そ れ(一 人 称 単 数)に 当 た る。

Xa Xb Xc

na 所有格の人称代名詞に相当する接辞

(=副 語句の中の主語)層

kama

rayku

paq

な お 、-paqが 一11aを伴 う場 合 、-11aは 一naの す ぐ後 に 接続 す る。

例Mikhunallaypaqllank'ani.(私 は食 べ るた めだ け に働 き ます 。)

4)こ れ らの 接 辞 も副 詞 句 を形 成 す るた め の接 辞 で あ り、基 本 的 に は3)の 一naと 同 じ語 順 にな る

が 、-kama等 に接 続 す る こ とは な い 。

5)現 在 ・過 去 ・未来 の 時 制 に 関係 な く、動 詞 語 尾 に相 当 す る接 辞 は こ こに 位 置 す る。 これ らの 接

辞 に つ い て は 本稿 で は 省 略 した が 、現 在 形 を例 に とれ ば 、 以 下 の よ うな 接 辞 群 で あ る。

単 数 複 数

一人称

二人称

三人称

一ni

-nki

-n

(排 他 的)-yku

(包 含 的)-nchis

-nkichis

-nku

例Mikhukamunlt'antata.(私 は 、 パ ソ を お い し く食 べ て き た 。)

Llank'amushankuragmlchakrapiga.(彼 ら は 、 畑 で ま だ 働 い て い る 。)

Rosaqarantiyrakamusgatagslp'achata.(ロ サ は 、 自 分 の た め に 服 を 買 っ た ん で す っ

て 。)

【注】

1)現 在 も っ と も信 頼 され て い るケ チ ュア 語辞 書(Lira1982)や 、 筆 者 らが 編 集 した 小 辞 典(パ ロ ミー

ノ=青 木 ・青 木1991)も また 、 そ の例 外 で は な い。 接 辞 につ い て は ふ つ う、 文 法 書 や 手 引 書 で 説 明 さ

れ て い る 。 た と え ば 、(Cusihuaman1976b)や(SotoRuiz1979)、(パ ロ ミー ノ=青 木

1988)な ど。

2)(糸 田J(11988:1589-95)0

3)た と えば 、 動詞 の語 尾 、 人称 代 名詞 の所 有 格 や 目的 格 に相 当す る接 辞 が、 この接 辞 の グル ー プ に入 る。

4)ケ チ ュア 語 の表 記 法 に つ い て は 、1975年10月 に ペ ル ー政 府 に よ って 制 定 され た 正 書 法(教 育 大 臣令 第

4023-75号)に ほ ぼ 準拠 して い るが 、iとu、eとo、nとmに つ い て は 、 や や 工 夫 を加 え た。
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Resumen

Elidiomaquechua,quehablandiariamenteunosmillonesdehabitantesenlospaises

andinos,linguisticamenteperteneceal.grupodelaslenguasaglutinantescomoeljapones .Para

laslenguasaglutinantes,lossufijosdesempenanunpapelmuyimportante .Sinembargo,enel

casodelquechua,losdiccionariosnodanunaexplicacionindependienteydetalladadelos
、

sufijossinoenlaformacombinadaconalgunnombreoverbo.Portotanto ,enestearticulo

losautorestratandeexplicarlosindeperidientementeyporsuOrdenalfabetico .




